
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東日本大震災・東電福島原発事故は、わが国の電源構成を原発依存から再生エネルギーにシフトさせ

る転機となりました。しかし、再エネルギーの急激な普及は、一方で多くの問題も引き起こしています。 

それは、環境破壊や土砂災害を招きかねない乱暴なメガソーラーや風力発電の建設。大手電力・商社

など大企業が、電力消費地から遠い被災地で、公害の不安がある発電事業に惨事便乗的に参入してい

ることにも地域住民が怒りを生んでいます。 

 今回のミニシンポジウムでは、再生エネルギーをめぐる諸問題を検証し、地域住民が主体的に、かつ“地

産地消”を基本にした再生エネルギーのあり方をみんなで考えていきたいと思います。 

第１回 1１月１８日（土） 
13:30～16:00 

主催 東日本大震災復旧・復興支援みやぎ県民センター 
〒980-0804 宮城県仙台市青葉区大町２丁目5-10 御譜代町ビル３F/305 号 

電話：022-399-6907  e-mail：miyagi.kenmincenter@gmail.com 

第２回 1２月９日（土） 
13:30～16:00 

第１回「検証：再エネをめぐる状況と諸問題」 

 問題提起 長谷川 公一 氏（東北大名誉教授） 

 報  告：各地の住民運動から 

第２回「地域住民主体、地産地消を 

土台にした再エネ発電の取り組みを」 

 問題提起「乱開発・環境破壊の再エネへの規制」  

遠州尋美・県民センター事務局次長  

報  告：地産地消・住民主体の再エネ発電 

このミニシンポは 2回連続開催で、ZOOM 会議によ

り行い、だれでも自由に参加できます。ZOOM 会議

参加パスコードは、裏面に掲載しています。 



 
 

 
 

テーマ「検証：再エネをめぐる状況と諸問題」 

震災・福島原発事故を教訓に再エネが急速に拡大したが、一方で地域や環境を無視した再エネ拡
大がさまざまな問題を引き起こしている。また、国の原発回帰への政策転換や再エネに対する逆風
も吹き荒れている。第 1 回シンポでは、再エネをめぐる状況と地域で起きている問題を検証する。 
〇 問題提起「再エネをめぐる動きと課題」 

    問題提起 長谷川 公一 氏（東北大名誉教授） 

〇 地域からの報告＝再エネ事業の急激な拡大がもたらした地域住民のたたかい＝ 
 【報告を要請している団体】 

①丸森町 ― 耕野の自然と未来を考える会 … 共同代表 義高 光 さん 
②加美町 ― 加美町の未来を守る会＝要請中＝ 
③石巻市 ― 石巻須江地区の火力発電の建設中止・撤回を求める、環境を守る住民の会＝要請中＝ 
④仙台市 ― おいで里山の会 … 会長 佐藤 龍朗 さん 

〇 討 論 
〇 まとめ（水戸部世話人） 

テーマ「地域住民主体、地産地消を土台にした再エネ発電の取り組みを」 

〇 再エネ事業者の乱開発、自然破壊への規制 ― 自治体における規制の事例を踏まえて― 

問題提起 遠州尋美・県民センター事務局次長 
   ・宮城県「再エネ課税」は乱開発の歯止めになるのか … 県会議員に解説をお願いする  

〇 再エネの地産地消と住民を主体とした再エネ事業の展開 

【取り組みの報告】 
①ＮＰＯ法人「きらきら発電・市民共同発電所」 
②みやぎ生協・コープふくしま（営農型ソーラーシェアリング発電所） 

   二本松営農ソーラー 代表 近藤 恵 さん 
 ③おながわ市民共同発電所 … 代表 高野 博 さん  
〇 討 論 
〇 まとめ（水戸部世話人） 

ミーティング ID：837 4803 2651 
パスコード: 979076 

第 1 回シンポ 

11 月 18 日の ZOOM 会議パスコード 

1２月９日の ZOOM 会議パスコード 
ミーティング ID：844 9764 3807 

パスコード: 716179 

第２回シンポ 


